


























p652）。すなわち、旧福江領内に 2 地区 4 ヶ所、旧富







































② 2016 年 11 月 4 〜 6 日
田ノ江窯跡・八本木窯跡採集遺物実測作業
福島雄平（長崎大学多文化社会学部学生）











⑤ 2017 年 5 月 19・20 日　地籍図および現況確認



























































527 に位置している（図 12、図 13）。2016 年、長崎大
学多文化社会学部によって測量調査が行われている。
すでに成果を公表しているので（野上 2017）、ここで
は詳しく述べないが、窯の全長は推定 55 〜 60m、標
高 15m から 30m にかけての範囲に位置しており、比
高差は約 15m である。焼成室の数はおおよそ 15 室前













室の規模は１号窯（横幅 7.5m 内外、奥行 5m）より




































































に述べたように 2017 年 6 月の踏査によって再び窯壁


















21）。P1 は標高 157.5m、P2 は標高 157.651m である。
確認された焼成室は、窯の最上室付近と思われるので、














































れる文様が描かれている。図 29 − 10 の外面の文様は
沢瀉文か蓮文であろうか。図 29 − 13 は二重格子文が
外面を覆い、見込みにも格子状の文様が入っている。














山水と帆船、図 30 −２は蕉葉文、図 30 −３は雪輪に竹
笹文が見込みに入る。図 30 −４〜７は内側面に格子文
様、見込みには丸に環状の竹笹文が入るものである。
図 30 −４・５・７には足付きハマ痕が見られ、図 30 −
４・６には高台内には円形ハマが熔着している。外側
面の裏文様は粗略な唐草文（図 30 −５）などが見られ








　図 30 − 10 は蛇の目凹形高台をもつ染付鉢である。








図 31 −５は厚手の陶質円形ハマである。図 31 −６はや
や薄手の磁質円形ハマである。図 31 −７は陶質の断面
逆台形ハマである。図 31 −８・９は磁質の断面逆台形
ハマである。図 31 − 10 は磁質の足付きハマである。
上面には碗と思われる高台の痕跡が見られる。図 31
− 11 は磁質のチャツである。小皿を焼成するには大き
すぎるので、図 30 − 10 のような鉢を焼成するための
ものであろうか。図 31 − 12・13 は陶質のトチンであ

























の目状に釉剥ぎされている。図 32 − 10 〜 13 は染付小
皿である。いずれも蛇の目凹形高台を有する。口部は
直行するもの（図 32 − 10）と外にわずかに開くもの（図
32—12）がある。図 32 − 14・15 は白磁あるいは染付の
仏飯器である。図 32 − 16 〜 18 は染付蓋物の蓋である。
折枝梅・竹笹文などが描かれている。作りは薄手では
















①碗（図 33-1 〜 10）
　碗は丸碗（図 33- １・２）や端反碗（図 33- ３・４）













②碗蓋（図 33-12 〜 14）
　染付端反碗の蓋とみられる。図 33-12 は笹状の文様、
図 33-13 は千鳥状の文様、図 33-14 は草葉文がそれぞ
れ内面に入る。文様構成から図 33-14 は図 33-5 の碗
の蓋とみられる。


















⑤仏飯器、瓶、蓋物（図 34-10 〜 12）






















































































































































　本研究は、平成 29 〜 33 年度科学研究費（基盤研究（B））
（課題番号 17H02375　陶磁器流通からみるグローバル化





1) 野上 2017、p49 では、旧福江藩領内の皿山窯跡と通称
壺焼窯をそれぞれ籠淵窯と山内窯に対応するとしたが、
それは誤りであり、正しくはそれぞれ戸岐ノ首窯跡、山





































長崎県遺跡地図 『五島編年史』（1973） 『長崎の陶磁』（1988） 所在地 現況 文献
1 - 小田 小田窯 五島市福江町大荒郷字小田池ノ南1558番地カ 山林カ 中島1973、下川2001
2 - 小田（梨山） - 不明 不明 中島1973
3 - 籠淵（壷焼） 籠淵窯？ 不明 不明 中島1973
4 - 籠淵 - 不明 不明 中島1973
5 皿山窯跡 松山（山内） 山内窯 五島市岐宿町中岳郷字中野 山林 中島1973、下川2001
6 通称壷焼窯跡 - 戸岐ノ首窯 五島市岐宿町戸岐首郷字地蔵口 畑 中島1973、下川2001
7 皿山窯跡 田ノ江 富江窯 五島市富江町松尾郷皿山 山林 中島1973、下川2001、野上2017










































図 18　太宰府神社（旧繁敷分校敷地内） 図 19　八本木窯跡遠望（北東から）
図 20　八本木窯跡平板測量風景 図 21　八本木窯跡レベル測量風景
図 22　八本木窯跡南側側壁（東から） 図 23　八本木窯跡北側側壁（南から）




















































2017/06/05 17:29 Google マップ
1/1 ページ https://www.google.co.jp/maps/@32.6506052,128.7384818,455m/data=!3m1!1e3




図 26　『八本木皿山絵図』の皿山の部分（下川 2017） 図 27　『八本木皿山絵図』の皿山の部分の衛星画像　
図 28　八本木窯跡焼成室平面測量図
28
図 29　田ノ江窯跡採集資料（１）
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図 30　田ノ江窯跡採集資料（２）
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図 31　田ノ江窯跡採集資料（３）
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図 32　八本木窯跡採集資料
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図 33　山内窯跡採集資料
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図 34　山内窯跡採集資料
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図 35　山内窯跡採集資料
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図 36　山内窯跡採集資料
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五島焼の窯跡と製品について─ 2016・2017 年度の調査から─　野上建紀
